
可　決

12月定例会

・令和6年度住民税非課税世帯
 　　1世帯当たり 30,000円
・非課税世帯に属する18歳以下の子ども
 　　1人当たり 20,000円

〈議案第117号〉令和6年度幸手市一般会計補正予算
住民税非課税世帯臨時特別給付金支給事業

12
月
定
例
議
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
22
日
間
で
開
催

■
市
長
提
出
議
案
32
件
中
21
件
が
可
決
・
承
認
・
同
意
　
11
件
が
否
決
と
な
り
ま
し
た

■
幸
手
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

可
決

■
会
議
案
　
幸
手
市
議
会
倫
理
条
例
改
正 

可
決

■
請
願
　「
天
神
の
湯
」
早
期
再
開
を
求
め
る
請
願 

採
択

【
こ
の
内
容
は
】

　

令
和
6
年
度
国
の
経
済
対
策
に
基
づ

き「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」を
活
用
し
て
令
和
6

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

1
億
７
９
０
０
万
円

【
申
請
に
つ
い
て
】

　

対
象
者
の
方
に
は
今
ま
で
の
手
続
き

に
基
づ
い
た
案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

時
期
は
令
和
7
年
3
月
中
旬
か
ら
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
対
象
者
の
方
は

手
続
き
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

令
和
6
年
7
月
に
改
訂
し
た
「
使

用
料
・
手
数
料
の
適
正
化
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
手
数
料
の

算
定
を
行
い
適
正
な
受
益
者
負
担
を

求
め
改
定
す
る
も
の
。

　

一
部
多
機
能
端
末
利
用
の
場
合
は

改
定
を
適
用
し
な
い
。

　

令
和
6
年
8
月
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
給
与
改
定
。

期
末
手
当
支
給
割
合
（
年
間
）

・
幸
手
市
議
会  

４
・
50 ⇒

 

４
・
60

・
幸
手
市
長
等  

４
・
50 ⇒

 

４
・
60

職
員
人
件
費
の
改
定

　

給
与
表
の
改
定  

改
定
率
2
・
43
％

　

期
末
手
当  

２
・
45 ⇒

 

２
・
50

　

勤
勉
手
当  

２
・
05 ⇒

 

２
・
10

(

議
案
第
92
号)

幸
手
市
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

物
価
高
騰
対
策
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
給
付
金
も

(

議
案
第
113
〜
114
号)

・
幸
手
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
等

・
幸
手
市
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

議
案
第
115
号)

幸
手
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【一例】
・税に関する証明手数料
・200円 ⇒ 300円
・印鑑登録証交付手数料
・300円 ⇒ 450円
・印鑑に関する証明手数料
・200円 ⇒ 300円
・ 住民票又は戸籍の附票証明
手数料
・200円 ⇒ 300円

可　決

可　決

本会議質疑及び討論

（2）〔市議会だよりさって〕No.113



可　決

可決

　

市
民
の
皆
様
に
は
、希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
中
は
市
議
会
に
対

し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、本
年
も
市
民
生

活
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
念
頭

に
、市
政
の
諸
課
題
に
対
し
、積
極

的
に
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も

に
、市
政
運
営
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
的
確
に
果
た
し
、二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
っ
て
参
る
所
存
で

す
。

　

本
年
が
幸
手
市
に
と
っ
て
飛
躍

の
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、私
た
ち

も
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、今
後
も
市
議
会
に
対
す
る
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
、

格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
や
、「
子
ど
も
医
療

費
の
支
給
対
象
の
拡
大
」な
ど
、子

ど
も・子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
の

事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
も
、幸
手
市
の
未
来
を
見
据

え
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、変
革
を
積
極

的
に
行
い
、「
未
来
志
向
の
ま
ち
づ

く
り
」の
実
現
を
目
指
し
て
全
力

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、皆
様
に
と
っ
て
、充
実

し
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市議会議長

幸手市長

枝久保　喜八郎

木村　純夫

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

石
井　

和
子　

氏

須
永　
　

清　

氏

人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員

　

令
和
7
年
度
に
向
け
た
組
織
改
編

に
伴
い
、
市
長
権
限
に
属
す
る
事
務

を
分
掌
さ
せ
る
た
め
の
改
正
。

【
主
な
内
容
】

・
部
名
の
変
更

   

「
建
設
経
済
部
」

　
⇒

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
」

・
分
掌
事
務
の
移
管

　

 

総
務
部「
財
産
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
」

　

 

建
設
経
済
部
「
商
工
業
及
び
観
光

に
関
す
る
こ
と
」

　
⇒

 

総
合
政
策
部
に
移
管

・
土
地
利
用
推
進
室
の
設
置

質

疑

　
新
た
に
計
画
さ
れ
て
い
る
土
地
利

用
推
進
室
の
設
置
目
的
を
伺
う
。

答

弁

　

進
め
て
い
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
強
力
に
推
進
す
る
も
の
。

質

疑

　

事
業
推
進
担
当
と
の
違
い
と
今
後

に
つ
い
て
。

・ 

東
中
学
校
区
の
３
つ
の
小
学
校
と

一
つ
の
中
学
校
を
統
合
し
、
義
務

教
育
学
校
を
新
た
に
設
置
す
る
。

・ 

幸
手
市
立
さ
か
え
小
学
校
を
幸
手

市
立
上
高
野
小
学
校
に
統
合
。

・
施
行
期
日　

令
和
9
年
4
月
1
日

(

議
案
第
91
号)

幸
手
市
部
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

(

議
案
第
97
号)

幸
手
市
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

否　決

本会議質疑及び討論

ごあいさつ

答

弁

　

市
の
組
織
と
し
て
責
任
を
明
確
に

し
、
指
揮
命
令
系
統
を
確
立
す
る
土
地

利
用
推
進
室
設
置
後
は
発
展
的
解
消
。
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ま
ち
づ
く
り
推
進
と
し
な
が
ら
商

工
業
振
興
部
署
が
切
り
離
さ
れ
、
主

要
産
業
が
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
い
び
つ
な
構

造
と
な
って
い
ま
す
。

　
一時
的
な
も
の
で
な
く
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
考
え
て
い
け
る
安
定
し
た
組
織

運
営
を
願
い
反
対
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
議
案
で
は
話
合
い
を
持
ち
庁
議

を
開
催
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
副

市
長
が
不
在
な
の
で
、
こ
の
組
織
改

革
が
職
員
に
と
って
実
り
あ
る
改
革
と

な
り
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ

の
改
革
が
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
つい
て
期
待
し
ま
す
。

　

総
合
政
策
部
地
域
振
興
課
に
商
工

観
光
課
等
を
配
置
よ
り
、
従
来
の
建

設
経
済
部
の
方
が
自
然
で
す
。
そ
れ

よ
り
も
政
策
課
の
企
画
や
創
造
力
を

高
め
、
確
か
な
実
現
可
能
な
計
画
を

作
り
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

反
対
と
致
し
ま
す
。

　

現
時
点
で
も
予
算
措
置
や
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
計
画
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
強

引
に
進
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ

ば
魅
力
あ
る
学
校
を
つ
く
れ
る
の
か
を

地
域
と
共
に
熟
慮
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

義
務
教
育
学
校
開
校
に
は
賛
成
し

ま
す
。
し
か
し
、
木
村
市
長
は
、
東

中
学
校
内
に
小
学
校
課
程
の
校
舎
を

建
設
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
東
中
学

校
の
目
の
前
に
権
現
堂
川
小
学
校
の

校
舎
が
あ
り
、
新
た
な
校
舎
建
設
は

無
駄
遣
い
で
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
は
社
会
福
祉
教
育
な
ど
に

重
要
な
場
で
す
。
経
済
的
に
厳
し
い

こ
の
時
期
に
、
何
故
使
用
料
の
値
上

げ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
受
益
者
負
担

の
数
字
で
は
決
め
ら
れ
な
い
公
共
性

な
ど
は
、
ど
こ
で
判
断
す
る
の
か
理
解

で
き
ず
反
対
と
致
し
ま
す
。

　

使
用
料
の
適
正
化
と
幸
手
市
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
い
た
公

共
施
設
自
体
の
適
正
化
を
セ
ッ
ト
で

考
え
る
べ
き
で
す
。
使
用
料
の
み
の
値

上
げ
改
定
に
は
反
対
で
す
。
使
用
料

･
手
数
料
の
適
正
化
に
関
す
る
基
本

方
針
の
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

　

天
神
の
湯
は
、
多
く
の
人
が
利

用
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
に

休
館
と
な
っ
て
以
来
、
議
会
が
廃
止

を
否
決
し
て
も
再
開
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
天
神
の
湯
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
憩
い
の
場
で
し
た
。
予
算
を
理
由

に
弱
い
者
を
切
り
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
避
難
所
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ス

幸
手
に
入
浴
施
設
が
あ
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
す
。
市
議
会
議
員
の

判
断
で
、
一刻
も
早
く
天
神
の
湯
が
再

開
さ
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

請
願
と
し
ま
す
。

　　

幸
手
市
の
財
政
力
は
極
め
て
厳
し

い
。
市
の
借
金
に
あ
た
る
市
債
発
行

残
高
が
１
１
７
億
円
も
あ
り
ま
す
。

一
人
当
た
り
約
24
万
円
に
も
な
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
で
借
金
返
却
が
難

し
い
中
、
費
用
負
担
の
大
き
い
「
天

神
の
湯
」
再
開
は
、
困
難
で
あ
り
ま

す
。 

　

改
定
提
案
の
他
の
施
設
も
同
様
に
、

施
設
の
設
立
主
旨
や
目
的
は
「
地
域

住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
」で
す
。

　

受
益
者
負
担
を
求
め
る
の
で
あ
れ

ば
施
設
の
利
用
を
増
進
さ
せ
る
施
策

を
同
時
に
図
る
こ
と
を
願
い
反
対
し

ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
始
め
る
早
急

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
市
民
不
在
の
行

政
運
営
で
あ
る
。
見
直
し
の
根
拠
と

な
って
い
ま
す
「
受
益
者
負
担
の
考
え

方
」
や
「
上
限
率
の
設
定
」
も
、
何

故
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
理
解
出
来

か
ね
ま
す
。

　

市
の
規
模
で
は
小
中
学
校
２
校
で

十
分
と
予
測
さ
れ
、
東
小
中
学
校
が

そ
の一つ
で
も
な
く
、
改
修
新
築
は
無

駄
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
の
た
め
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使

い
、
多
く
の
中
で
学
ば
せ
る
こ
と
が
先

決
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
へ
十
分
な
説
明
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

小
泉
　
圭
司

反
対
討
論

本
田
　
謡
子

反
対
討
論

本
田
　
謡
子

反
対
討
論

小
泉
　
圭
司

反
対
討
論

木
村
　
治
夫

反
対
討
論

本
田
　
謡
子

反
対
討
論

坂
本
　
達
夫

反
対
討
論

坂
本
　
達
夫

反
対
討
論

小
泉
　
圭
司

反
対
討
論

(

議
案
第
91
号
）

幸
手
市
部
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

議
案
第
97
号
）

幸
手
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

議
案
第
98
号
）

幸
手
市
公
民
館
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　

(

議
案
第
103
号
）

幸
手
市
農
村
文
化
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

請
願
第
4
号
）

「
天
神
の
湯
」
早
期
再
開
を

求
め
る
件
請
願
概
要

(

議
案
第
94
号
）

幸
手
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

芦
葉
　
弘
志

賛
成
討
論

四
本
　
奈
緒
美

反
対
討
論

本会議質疑及び討論
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